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職業奉仕委員会卓話
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■ニコニコBOX
・宮川監督…お陰様で野球部優勝することが出来ました。2 年連続 12 回目です。ご声援有難う御座いました。
・今野主将…本年度の地区野球リーグで優勝しました。昨年に引き続き、連覇です。
・花光・・・忘年家族例会をよろしく。
・白井…仲村さん、金森さん、卓話お疲れ様でした。
・宮間…本年もお世話になりました。
・金森…誕生日お祝いを頂きありがとうございます。

■委員会報告
青少年育英運営委員会…運営委員会報告
本日、運営委員会を開催しました。信託管理人の稲葉氏より病気のため退任希望が出ており、代わりの方を任命
する予定です。また来年度の奨学金は 2 校より 2 名ずつお渡しする予定です。

野球同好会…地区野球リーグ閉幕の御礼
当クラブの野球部は坊主にする必要はございませんが、自然現象で坊主になり始めている前野でございます。先日、
地区野球リーグの納会がございました。結果、当クラブは優勝することが出来ました。優勝旗を飾ってあります
のでどうぞご覧ください。成田コスモポリタンさんと優勝を争っておりましたが 1 敗した試合は私がライトを守
り、ライトフライをエラーした試合でございます。次年度シーズンの個人的な目標としましては、フル出場とヒッ
トです。年明けから自主トレを始めたいと思います。次年度も応援よろしくお願いします。

■金森義夫 会員
　私は、昭和 32 年 12 月 21 日、養老渓谷大多喜町に男 3 人兄弟の三男として生まれました。長男兄とは 10

歳、次男とは 7 歳離れ『わがまま』に育ち、養老渓谷の旅館街であり、山と川の自然の中で育ちました。

　昔と今は違い、川も山もきれいで特に川は水も綺麗でアユやヤマベといった魚がよく見えるほどで、春は釣り、

夏は川で泳いでいました。先ほど『わがまま』と話をしましたが、幼稚園が近くになく、バスで 3.40 分通うの

が嫌で、中退しました！幼稚園ですので中園ですかね！？（笑）

中学校はバス通学で、3 年間野球部でした。ポジションはセカンド 1 番打者。足はそこそこ速く、信じてもらえ

ないと思いますが、100ｍ12 秒そこそこでした。今は面影はありませんが、体が小さく俊敏でした。野球の成績は覚えておりま

せんが、新人戦で優勝したことだけは覚えております。

　高校は、県立大多喜高校。勉強は嫌いでしたので、近くの学校を選びました。もう一つ近くに市原高校はありましたが、日本で

2 番目に運賃の高い小湊鉄道での通学のため、大多喜高校を選び入学、両親は喜んでいたと思います。高校では、野球部に入部し

ませんでした。理由はいたって簡単で髪の毛を坊主にしなくてはいけないこと、練習が非常にきつそうだったこと。この 2 点です。

いかに優柔不断だったことがわかります。そこでサッカーに入部。サッカーはまだ当時はメジャーではありませんでしたが、中学

時代の野球部の冬練習で良く行っていたので入りました。入部の理由がいい加減だったことで、直ぐに出ました。足はそこそこ速

かったのでＦＷになりましたが、所詮素人、ボールをちゃんと蹴れなくて、あげくに足を痛めてしまい退部に至りました。その後

はずーと帰宅部と称し、友達と遊んでいました。

　最初にお話したとおり、『わがまま』で勉強嫌いだったので成績も中の上くらいだったと思います。自分は、ＪＲの電車の運転手

が夢でした。理由はいい加減で近状にかっこいい先輩がいてその先輩が、私鉄の運転手で憧れていた先輩を見て電車の運転手が夢

になった。本当に今考えれば不順動機でした。ＪＲといっても入社試験がありましたので一般常識的なものといってもよくわから

ないので、公務員の試験勉強を勉強嫌いな自分がはじめてというくらい勉強しました。そしていざ試験の日程が決定したら、ＪＲ

と公務員試験が同じ日になってしまいました。夢が不順だったせいか、普通に考えればＪＲ試験に臨むところ、自分は勉強したこ

ともあり、公務員の試験を選びました。両親はそれでも何も言いませんでした。よく言えば放任主義、悪く言えば無関心だったと

思います。そんな折、学校の就職担当の先生から、公務員試験が合格するか分からないので何処か、入社試験を受けてみてはどう

かと話がありました。その時も私はこれといった希望がなかったので、先生に相談したら銀行なんか！どうだと進められました。

選んだのは信用金庫だったと思います。そうしたら地元の当時の千葉相互銀行（現、京葉銀行）を進められました。私はまったく

興味はありませんでしたので、どこでもよかったのです。公務員試験は結果合格したのですが、学校の先生より学校推薦の京葉銀

行が合格となったので、今度は一度京葉銀行に入ってくれ！その後辞めて公務員になってほしいといわれました。今考えるとひど

い話ですが、公務員は給与が安い、銀行は給与も高く、3 時までが営業なので早く帰れるのではないか！と話され銀行に就職しま

した。

　しかし、土曜日は午前中窓口は開いていたり、朝は 7 時ごろから銀行を出るのは 10 時・11 時は当たり前、よく先輩に撃ちの

銀行はセブンイレブン銀行ですねと話をしていました。大晦日も年越しそばを食べてから集金に行った覚えがあります。さすがに

両親もそのときは銀行を辞めたほうがいいと話をしていました。

　その後各所経験し、支店長に就任しました。支店長として 7 店舗、18 年勤務し , 役員も経験できたことは、わたしの銀行員と

しての誇りであり宝です。今年 6 月に、京葉銀行の役員を退任し、現在の京葉ライフエージェンシーに勤務。なかなか仕事には

慣れませんが銀行と違って毎月の数字に追われることもなく過ごす事ができ、体重も増加し、休みには下手なゴルフも多くできる

ため、今後は健康に気をつけて頑張りたいと思います。ご清聴ありがとうございました。


